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伝承活動を「点」で行うのではなく、
協力し合う「面」で活動

日本だけではなく、世界中でさまざまな災害が起
きている中、震災の実情と教訓を後世へ伝えていく

「震災伝承」活動はますます重要になっています。被
災地にも、東日本大震災の教訓を後世に語り継ぎ、
災害から人々の命を守ることにつなげたいとの想い
をもつ人がたくさんいます。一方で、東日本大震災
の被害はあまりにも広範囲なため、個人や団体が「点」
で活動するのではなく、各々が協力し合い「面」で活
動することによって大きな力になると考え、「3.11メ
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未曽有の大災害となった東日本大震災発生から今年で10年。人々の記憶や関心が薄れ、震災を振り返る機会が減っていますが、過
去の災害の経験や教訓に学ぶことは近年、ますます重要になっています。そこで、今回は災害の教訓を風化させることがないよう、
東北地方でICTを活用しながら震災伝承に取り組む方々にお話をうかがいました。

モリアルネットワーク※1」が2017年に立ち上がり、現
在、震災伝承、防災・減災活動の「連携」「企画」「育成」
の三本柱を掲げ、岩手・宮城・福島の3県を中心に活
動を展開しています。私たちはこの組織の事務局を
担うとともに、ICTも活用しながら、伝承活動に取り
組む各地の個人や団体、学ぼうとする人々をつなぎ、
伝承の現場の課題解決に取り組んでいます。例えば、
被災体験を語り継ぐ「語り部」の中には、10年という歳
月を経て、自分の体験のどの部分を伝えるべきか迷
う人もいます。私たちは、語り部と対話しながら内容
を整理し話す「場づくり」を行っています。

AR※2 やVR※3アプリで津波の被害を体感し、
避難行動につなげてほしい

当初の震災伝承活動はアナログ的なアプローチの
みでしたが、2014年からはICTを活用し、より効果的
な活動ができるようになりました。その一つが、AR

やVR技術を使ったアプリです。このアプリでは、今は
もう見ることができなくなってしまった震災前や被災
直後の街の様子と、現在や未来の街の姿を比較する
ことで、災害時の避難行動や命の大切さを学ぶことが
できます。実際に、AR体験をした子どもたちからは「津
波って、お父さんの背よりも高かったんだ！」と声が
上がるなど、津波の高さを直感的に体感することもで
きます。少しずつ街がきれいになってくると、石巻を
訪れる人から「ここは本当に津波が来たのか」といった
声が聞こえるようになりました。災害時にとるべき行
動を考える上でも、「ここは津波が来た場所だ」と認識
しておくのと、そうでない場合とでは、理解度が違っ
てくると思うのです。アプリがあることで実際に石巻
に訪れることが難しい方でも、東日本大震災の学びに
触れることができるため、多くの教育現場でも使って
いただいています。

アフターコロナでも「震災伝承」を
オンライン授業で伝えていきたい

私たちは、コロナの影響からオンライン授業にも取
り組んでおり、昨年度だけで1万人以上の小中高校生
に参加していただきました。海外の方だけでなく、日
本でも遠方に住む人にとって、東北は気軽に来られる
場所ではありません。そのため、時間、距離、お金の
壁を越えて実施できるオンライン授業には大きな価
値があると感じています。その取り組みの一環として、
NTT東日本宮城事業部の協力を得ながら、国内・海
外の小中高校生を対象にオンライン授業を実施してい
ます。受講生の感想文には「家族とすぐに話しました」
などと書かれることもあり、「語り部」の経験や想いが
伝わっていることを実感していますので、アフターコ
ロナでも続けていきたいです。

そして、私たちの目指すところは、やはり伝承活動
の社会的な価値を上げることです。例えば、平和を
学ぶなら広島・長崎という考えが浸透しており、終戦

（公社）3.11みらいサポートの
取り組み

宮城県石巻市で、東日本大震災発生後に発足した
「NPO・NGO連絡会」の事務局機能からスタート
し、2011年5月13日に前身となる「石巻災害復興支
援協議会」として設立。現在は、「つなぐ　3.11の
学びを生きる力に」をミッションに、震災の語り部と
人々をつなぎ、災害時に大切な命が守られる社会の
実現を目指している。

公益社団法人
3.11みらいサポート
理事
藤間 千尋氏

被害がリアルに感じられるよう、津波伝承ARアプリを活用した石巻市の震災
伝承ツアー

被害のあった建造物や地域の様子を360度画像として見ることのできるVRグ
ラス（現在、新型コロナウイルス感染拡大抑制のため展示は休止中です）

から70年以上経った現在でも、普遍的な価値を発信
し続けています。東北でも多くの人が犠牲になり悲し
い思いをしました。以前、子どもを亡くしたお母さん
から「誰かの教訓になるために子どもを亡くしたわけ
ではない」と言われたことがありますが、同時に「せめ
て教訓にはしてほしい」とも言われました。そういう想
いや願いを伝えるためにも、「防災や津波を学ぶなら
東北の太平洋沿岸部」というイメージが浸透するよう
に努力していきたいと思います。

対面による活動だけでなく、オンラインの活用により遠隔地への伝承活動も
展開

コラム
未来のかけがえのない命を守るため、
教訓をしっかり伝承していきたい

コロナ禍でお客さまに来訪いただくことが困難な中、
一度に大勢の方に聞いていただけるなど、オンライ
ン発信に大きなメリットを感じています。開始当初は、
視聴者の表情が分かりづらく、しっかり伝わっている
のか不安でしたが、絵本を使い語った小学生向けの
プログラムで、心に響いたという感想をいただけた
ことが印象に残っています。震災の記憶がない世代
に災害の教訓を伝承し、未来のかけがえのない命
を守るためにつなげていきたいと思います。

公益社団法人
3.11みらいサポート
語り部
高橋 正子氏

Part1

※1   3.11メモリアルネットワーク：東日本大震災の教訓の伝承に関わる個人・
団体・拠点施設が地域や世代を超えてつながり、「災害で命が失われな
い社会の実現」「被災者や被災地域の苦難を軽減し、再生に向かうことの
できる社会の実現」を目指して活動している。

※2  AR：「Augmented Reality」の略で、一般的に「拡張現実」と訳される。
実在する風景にバーチャルの視覚情報を重ねて表示することで、目の前に
ある世界を“仮想的に拡張する”というもの。

※3  VR：「Virtual Reality」の略で、スクリーンにリアリティを高めた視覚映
像を投影する「仮想現実」。非現実の世界をあたかも現実のように感じさ
せるもの。



3 4テレコム・フォーラム　2021.9 テレコム・フォーラム　2021.9

東日本電信電話（株）宮城事業部
の取り組み

地域のさまざまな産業や人々の暮らしの活性化を目
指し、ICTの活用による課題解決や新しい価値創造
を通した取り組みを行っています。

写真左から、
ビジネスイノベーション部
森 勝哉氏
嶋田 美里氏
担当課長
高橋 由佳氏

コロナ禍の「震災伝承」を 
ICTで支援したい

東日本大震災から10年、そしてコロナ禍で他地域
の方が被災地を訪れることが難しい状況の中、「ICT
を活用して震災伝承を支援したい」という想いから、オ
ンラインによる復興ツーリズムの普及に取り組んでい
ます。これまでに、仙台市の小学5年生、東京都の小
学6年生、アメリカの高校生に対してオンライン防災
学習を実施しました。GIGAスクール構想で生徒一人
ひとりに貸与されている端末を活用したVRコンテンツ
学習や、震災伝承館からの語り部さんの講話、震災遺
構※4のバーチャルツアーなど、すべてのパーツをス
ムーズに配信できるよう、準備から当日の運営サポー
トを行っています。

今の小学生は震災を経験していないか、当時の記
憶が薄い子どもたちです。そのため、防災学習はオ
ンラインであっても臨場感をもって震災を体感するこ
とがとても大事だと考えています。ある学校の授業
では、語り部さんが「中学生になる前に親御さんと新
しい通学路を歩いて危険個所を確認してほしい」と伝
えたところ、後日、参加した小学生から「家に帰ってお
母さんと通学路を確認しました」という手紙をもらいま
した。オンライン授業の学びを基に実際の行動に移し
たことはとても嬉しかったですし、震災を伝承する意
義を感じました。アメリカの高校生からも「将来東北に
行き現地で学びたい」という意見が寄せられました。

「復興ツーリズム」を通して、 
東北地方の活性化に貢献したい

今後は被災地が被災から再建、復興していくまでの
状況を伝えるとともに、防災の大切さを考えていただ
く「復興ツーリズム」のサポートを継続することで、東
北地域の活性化に貢献していきたいと考えています。
例えば、企業や自治体などを対象とした「オンライン
視察」などのプログラムが円滑に行えるようサポート

し、受講者が後に現地を訪れて体験するといった「オ
ンライン×リアル」の仕組みを作ることで、地域の活性
化につなげていければと思います。これまで、企業
向けのオンライン研修受講者からは「オンラインで
あってもリアルな震災とそこからの再建を感じること
ができた」「企業のBCP対策を考える上で意義がある
研修」といった声をいただいています。

東日本大震災から10年が経ち、今後の伝承はます
ます重要になると考えます。震災伝承施設などから
ICTを活用したプログラムを継続的に発信することが
できるよう、今後も取り組んでいきたいです。

震災伝承施設をネットワーク化した 
「3.11伝承ロード」を訪れてほしい

3.11伝承ロード推進機構では、東日本大震災の震
災伝承施設をネットワーク化して、目的を持って回る
方々に施設情報などを提供しています。これによって、
広大な東北の拠点を効果的に巡ることができ、学び
が深くなると考えています。

初めて来られる方には、福島・宮城・岩手の3県に
ある伝承館を訪れてほしいですね。福島県双葉町の

「東日本大震災・原子力災害伝承館」では、原子力災害
とはどういうものかありのまま展示しており、放射線
の怖さが伝わります。宮城県の「みやぎ東日本大震災
津波伝承館」では映像をふんだんに使って津波の教訓
を伝えていますし、岩手県の「東日本大震災津波伝承
館」では、地震発生のメカニズムから各自治体の被災
状況、震災後の活動まで手に取るように分かります。
また、3.11伝承ロードのイラストマップも好評で、青
森県を含めた各県版を用意しています。

海水の排水作業や道路復旧など、 
建設業の社会貢献を映像で伝えたい

ICTを活用した取り組みとして、震災からの復旧・
復興で果たした建設業の人々の働きを震災のレガ
シーとして残すために、映像コンテンツの制作・配信
に力を入れています。映像は、紙媒体と比べてはるか
にインパクトがあります。特に私たちが着目している
のは、被災直後のメディアではあまり取り上げられな
い建設業のリアルなストーリーです。災害後、がれき
の撤去や津波の排水をやらないと救助活動が始めら
れません。余震の続く中、自身も被災しながらも不眠

日本語を学ぶアメリカの高校生を対象とした、オンライン授業の様子

当時の被害状況、
復興過程が展示
物や映像で学べ
る、 福 島 県の東
日本 大 震 災・ 原
子力災害伝承館

震災伝承施設は
もちろん、 地 元
の名所や名物な
ども紹 介された
イ ラストマップ

（宮城県版）

震災遺構の一つ、
岩手県「たろう観
光ホテル」。
4階まで浸水し、1・
2階は完全に破壊
されてしまった

※4 �震災遺構（しんさいいこう）：震災が原因で倒壊した建物などを、震災が起
きたという記憶や教訓のために、取り壊さないで保存しておくというもの。

公益社団法人 3.11 みらいサポート
宮城県石巻市門脇町 5-1-1 2F
https://311support.com/

東日本電信電話株式会社 宮城事業部
宮城県仙台市若林区五橋 3-2-1
https://www.ntt-east.co.jp/miyagi/

一般財団法人 3.11 伝承ロード推進機構
宮城県仙台市青葉区本町 3-2-26 3F
https://www.311densho.or.jp/

Part2 （一財）3.11伝承ロード
推進機構の取り組み

一般財団法人3.11伝承
ロード推進機構
事務局長
原田 吉信氏

3.11伝承ロード推進機構は、2019年8月に東北経
済連合会と東北地域づくり協会が設置した一般財団
法人。被災地にある震災遺構や震災伝承施設を震
災の教訓の「学び」の場として、国内外に対して発
信することで、地域の防災力を高めるだけでなく、
被災地との交流を促し、地域活性化に貢献すること
を目的としている。

Part3 不休で行った復旧活動があまり世の中に知られてい
ないので、この活動をしっかりと映像で伝えていきた
いと思っています。

今後は大小20施設以上ある震災遺構に注目しても
らうことを目標にしています。津波の恐怖や自然への
畏怖、助かった教訓など、遺構の一つひとつに必ずス
トーリーがある上に、リアルで脚色が一切ありません。
圧倒的なインパクトがありますので、これまでの自分
の生活や考え方を見つめ直す大きな契機になると思
います。

【図：2021年3月に実施した小学校の防災学習のイメージ】
■ 配信元：伝承館

■ 配信先：小学校
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